
JSDR認定士単位セミナー（講義・実習 各約90分10単位 全30単位）

1. 頸部聴診法の実際ー嚥下時産生音とVEのライブ、実習も含め．

2. 歯科大学専門診療科における摂食嚥下医療の実際．

3. 嚥下障害リハビリテーションのコツをつかめー米国の最新情報も含め．
講師

昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座 主任

口腔リハビリテーション医学部門 教授 高橋 浩二 および 同教室員

参加対象 ：医師、歯科医師、薬剤師、言語聴覚士、看護師、歯科衛生士、理学療法士、作業療法士 、
管理栄養士、栄養士、介護福祉士、食事介助のボランティアの方など嚥下障害に関わる全ての方

参加費 ：1万円（小児用聴診器、テキスト、トロミ剤、リハビリ用具などを含む）
先着１００名 参加証、領収書、JSDR認定士単位セミナー参加証（該当の方）は当日お渡しします。
【申込方法】
メールにて、件名「1月14日セミナー申込み」とし、１.お名前 2.ご職業 3.嚥下障害に関わりの経験年数を
tkouji@dent.showa-u.ac.jp 宛へお知らせ下さい。
返信メールを受信された後、添付ファイル（Word)をご参照の上、お振込みをお願い致します。
1週間経過しても返信がない場合はご連絡下さい。緊急お問い合わせ先：高橋浩二 070－6406－1535

日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士・医療検討委員・評議員，日本口腔科学会認定医・指導医 査読委員・評議員，

日本老年歯科医学会認定医・専門医・指導医・摂食機能療法専門歯科医師，日本障害者歯科学会認定医,

日本口腔外科学会専門医，日本がん治療認定機構暫定教育医（歯科口腔外科），日本口腔リハビリテーション学会 理事，

日本歯科医学教育学会 評議員， 日本在宅静脈経腸栄養研究会 評議員, TNT研修会受講修了

講師紹介：専門分野、学会役職など

日時 ：2018年1月14日 10:00〜16:00
場所：昭和大学歯科病院 6階臨床講堂
〒145-8515 東京都大田区北千束2-1-1

日本摂食嚥下リハビリテーション学会 (JSDR) 認定セミナー
全30単位



昭和大学歯科病院口腔リハビリテーション科主催

日本摂食嚥下リハビリテーション学会（JSDR）認定士単位セミナー 全 30 単位

頸部聴診を極めるー嚥下障害のスクリーニング法から対応法までー

講師 昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座 主任

口腔リハビリテーション医学部門 教授 髙橋 浩二 および 同教室員

日時：2018 年 1 月 14 日 10:00〜16:00 
場所：昭和大学歯科病院 6 階臨床講堂  〒145-8515 東京都大田区北千束 2-1-1
各種公共交通機関でお越しください。 緊急お問い合わせ先：髙橋浩二 070－6406－1535



受講料お振込みのご案内

【受講料】10,000 円

【振込先】

ゆうちょ銀行 店名：〇一八（ゼロイチハチ） 店番：018

      普通預金 口座番号 8646363  髙橋浩二（タカハシ コウジ）

【振込依頼人名】

振込依頼人名は「30 シ 受講者氏名」を入力してください。

氏名はカタカナ（全角・半角どちらも可）もしくは漢字を入力してください。

（例） 30 ｼ昭和 太郎

（例） 30 ｼ - ｼﾖｳﾜ ﾀﾛｳ （-はハイフンです）

【振込期間】

平成 30 年 1 月 6 日(金)までにお振込み下さい。

※恐れ入りますが、振込手数料は各自ご負担下さい。

振込が確定された時点で正式に参加決定となります。

振込が確認されましたらメールにてご連絡させて頂きます。

セミナー当日のお支払はご遠慮下さい。

なお、万一ご欠席になる場合は、事前にメールにてご一報下さい。

振込後欠席される場合、もしくは欠席された場合、受講料の返金はいたしませんので

予めご了承下さい。

お支払い金額に含まれるもの：小児用聴診器、テキスト、トロミ剤、検査食、訓練用具、

マスク、グローブ、ディスポ食器・食具など

当日ご用意頂く物など

各自でご持参頂く物：白衣・エプロンなど普段お仕事で着用されているもの 筆記用具

服装：特に規定はございませんが、長丁場ですので、男性はノータイで男女ともリラックス

できる装いでお越し下さい。

なお、講演、実習中の写真、動画撮影、録音は固くお断り致しますので、撮影機器、録音機

器はお持ち込みなさらないで下さい。（スマートフォンは持ち込み可でございますが、録画

録音はなさらないようお願い申し上げます。）



講演・実習タイムスケジュール（予定）

10：00－10：15 髙橋よりご挨拶、スタッフ紹介、講演と実習の紹介と注意事項の説明

原則として実習は 2名 1 組で行います。（途中でパートナーの交代可能）

10：20－12：00 1.頸部聴診法の実際―嚥下時産生音と VE のライブ、実習も含め. 10 単位

多職種の皆様にわかりやすく頸部聴診を解説いたします。豊富な動画像を供覧する講義

だけでなく嚥下時産生音と VE画像をライブで提示します。また当日、小児用聴診器ならび

に各種検査食を参加者の皆様に配布し、摂食中に行える唯一の嚥下障害スクリーニング法

である頸部聴診法の実習を行います。

12：00－13：00 昼食（各自でお願いします。 持ち込み可）

13：00－14：30 2.歯科大学専門診療科における摂食嚥下医療の実際. 10 単位

当科で行っている外来診療ならびに在宅医療で展開する VE 検査、間接訓練、直接訓練の

実際を豊富な動画像で供覧しながら、多職種の皆様にわかりやすく解説致します。また一部

の間接訓練、直接訓練についてはミニ実習も行います。

14：30－14：40 休憩（各自）

14：40－16：00 3.嚥下障害リハビリテーションのコツをつかめー米国の最新情報も含め.

10 単位

当科で行っている嚥下障害リハビリテーションを豊富な動画像で供覧しながら、多職種

の皆様にわかりやすく解説致します。一部のリハビリテーションについてはミニ実習も行

います。また米国の最新情報について動画像も含め、解説致します。

「講師略歴」

昭和 58年昭和大学歯学部卒業            

昭和 62 年昭和大学歯学部助手（口腔外科）           

平成 2年～4年米国フロリダ州タンパ退役軍人病院臨床研究員

平成 4年昭和大学歯学部講師

平成 6年～8年癌研究会病院頭頸科医員

平成 16年昭和大学歯学部口腔リハビリテーション科 科長

平成 19年昭和大学歯学部口腔リハビリテーション科 教授

平成 25年昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座主任

同講座口腔リハビリテーション医学部門教授 現在に至る

なお、講演、実習中の写真、動画撮影、録音は固くお断り致します。

質問時間は各講演・実習の後に設けますが、講演中、実習中におきましても随時ご質問をお

受け致します。


